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開会 午前 ９時５９分 

 

１．議事（要旨） 

（１）令和7年度権利擁護事業報告及び令和8年度事業計画について 

→事務局より、令和7年度事業報告及び令和8年度事業計画について説明。 

【内容・意見】 

・重層的支援体制整備事業と中核機関機能の一体的運営を推進した。 

・支援調整会議を開催し、成年後見制度利用や権利擁護支援について検討を行った。 

・市民後見人養成研修や各種研修会を実施した。 

・令和8年度は意思決定支援の普及や支援調整会議の充実を図る。 

・市民後見人養成事業や成年後見制度の普及啓発を継続する。 

・身寄りのない高齢者等への支援や新たな金銭管理支援の仕組みについて検討を進める。 

・簡易な金銭管理支援の仕組みづくりについては、施設やグループホーム等の現状把握を進め 

ながら検討していく必要がある。 

・民法改正を見据え、地域の実情に合った権利擁護支援体制を整備することが重要である。 

 

（２）身寄りのない高齢者等への対応について 

→事務局より、単身高齢者の増加や社会福祉法改正等を踏まえた課題と今後の方向性につ

いて説明。 

【意見】 

・身寄りのない高齢者への対応は以前から課題となっており、今後さらに増加が見込まれる。 

・親族がいても支援を受けられないケースや関係が希薄なケースも多い。 

・地域での見守りや情報共有の仕組みが重要である。 

・障害分野においても親亡き後や単身生活者への支援が課題となっている。 

・医療同意、身元保証、金銭管理など課題ごとに整理して検討する必要がある。 

・本人の意思や意思決定支援を尊重した支援体制づくりが求められる。 

・地域、医療機関、福祉事業所、行政等が連携した支援体制の構築が必要である。 

【今後の方向性】 

・市内の医療機関、介護事業所、障害福祉サービス事業所等を対象としたアンケート調査の実 

施を検討する。 

・身寄りのない高齢者等への支援に関する学習会や情報共有の機会を設ける。 

・社会福祉法改正や成年後見制度見直しを踏まえながら、地域の支援体制整備について検討 

を進める。 

２．まとめ 



協議会では、成年後見制度の見直しや社会福祉法改正を見据え、身寄りのない高齢者等への

支援体制のあり方について意見交換が行われた。 

今後は、市内関係機関への実態把握を進めるとともに、地域全体で権利擁護を支える体制づ

くりに向けた検討を進めていくことを確認した。 

 

閉会 午前 11時１８分 


